第５６回関東地区造船対抗ヨットレース帆走指示書

1. 適用規則：セーリング競技規則（以下ＲＳＳという）、チームレース競技規則、帆走指示書を適用する。

2. レース回数
最大５回のレースを行う。第一レースは１０：３０予告信号の予定。ただし、天候その他の事情により全レースを行うことができない場合は、１回以上のレースにより成立する。

3. レースエリア
Ｂ１海面付近

4. マーク及びコース（レースコース図参照）

(1) マークはオレンジ色のブイとする。

(2) コースは、数字旗１を掲揚した場合、スタート後Ｓ→ＷＭ→ＬＭ→ＷＭ→Ｆとし、各マークを反時計回りに回航するものとする。
数字旗２を掲揚した場合、Ｓ→ＷＭ→ＬＭ→ＷＭ→ＬＭ→Ｆとする。
Ｓ：スタート、ＷＭ：風上マーク、ＬＭ：風下マーク、Ｆ：フィニッシュ

· 数字旗「２」は最終レースを想定。

5. 本部船および運営艇
本部船は、ＩＨＩヨット部α－magic（２５ｆｔクルーザー）および運営艇にゴムボートを使用予定｡

6. スタートライン及びフィニッシュライン

(1) スタートライン
本部船のマストとスタートマークを結ぶ線上とする。

(2) フィニッシュライン
本部船のマストとフィニッシュマークを結ぶ線上とする。ただしコース短縮があった場合は、９．コースの短縮による。

7. スタート方法
本部船により下記のとおり信号を発する。音響信号が不発の場合は、視覚信号に従うものとする。

(1) 予告信号（スタート５分前）：Ｆ旗掲揚、音響信号１声

(2) 準備信号（スタート４分前）：Ｐ旗掲揚、音響信号１声

(3) スタート１分前：準備信号降下、音響信号１声

(4) スタート信号（スタート時）：Ｆ旗降下、音響信号１声

(5) リコール信号：Ｘ旗、音響信号１声
（可能な限りリコール艇のセール番号を呼ぶ）

(6) ゼネラルリコール：第一代表旗、音響信号２声
＊ゼネラルリコールの後のスタートは、「ラウンド・アン・エンド」ルールを適用する場合がある。その場合予告信号時にＩ旗を同時に掲揚する。

(7) １４：３０以降のスタートは行わない｡

(8) スタート延期の場合は､本部船にＡＰ旗を掲げ､ＡＰ旗降下の一分後に予告信号を発する｡

(9) 本部船に「Ｌ」旗が掲揚されている場合は、本部船の近くに集まること。（スタート前を示すために掲揚する場合あり。その場合は､予告信号一分前に長音１声とともにＬ旗を降下する）

8. コースの変更
コースが変更される時は、変更されるレグの起点となるマーク付近で運営艇にＣ旗を掲げ、新しいマークへのおおよその方位を示し、断続的に音響信号を発して通報するものとする。

9. コースの短縮
コースを短縮する場合、レース運営艇にＳ旗を掲げ音響信号２声を発する。この場合のフィニッシュは、トップ艇が次に回航しようとしているマークと、運営艇との間を運営艇を右にみてフィニッシュすること。

10. タイムリミット
スタート後９０分または、トップ艇フィニッシュ後３０分のいずれか短い方とする。トップ艇がタイムリミット内にフィニッシュしない場合は、ノーレースとし、運営艇が音響信号３声と共にＮ旗を掲げる。

11. レースの中止
海上にてレースを中止する場合は、運営艇が音響信号３声とともにＮ旗を掲げる。

12. 失格に変わる罰則
｢２回転のペナルティー｣を適用する。
13. ぎ装品
レース艇はクラスルールに準じたぎ装品を使用し、乗員は救命胴衣を着用すること。

14. 抗議
抗議をしようとする艇は、可能な限り早く相手に抗議の意思を伝えると共にＢ旗を掲揚し、運営艇もしくは本部艇にその旨を伝える事｡また、最終レース終了後６０分以内に抗議書を提出しなくてはならない。

15. 申告

(1) 出艇申告：第一レーススタートの１時間前までに本部に申告すること。

(2) 帰着申告：ハーバーに帰着した艇は直ちに帰着申告を行わなければならない。

16. 得点
低得点方式を採用する。
・第１位
３／４点
・第２位
２点
・第３位
３点  以下これに順ずる。
・ＤＮＣ、ＤＮＳ、ＯＣＳ、ＤＮＦ、ＲＥＴ




レースにスタートする資格をもつ艇数プラス１点
・ＤＳＱ
レースにスタートする資格をもつ艇数プラス４点
・ＰＴＰ（出艇／帰着の手続き違反）
着順+３点
＊４レース以上成立した場合は､最も得点の悪い１レースを除外する。
＊合計得点が同点の場合は、上位の数によって順位を決定する。なお、同位数の場合
  は、最終レースでの成績が良い方を上位とする。さらに順位が決定しない場合は競技役
  員の裁定による。

17. 安全および責任の所在
レース艇がレースを「スタートするか否か」または、「レースを続行するか否か」は各艇の責任において決定しなくてはならない。
レースに参加することに伴う、海上および陸上における人命ならびに傷害および損傷等に関わる一切の事故について、レース参加者自身が責任を負わなくてはならない。
上記事故について、主催者はその責任を負わない。

18. 帆走指示書の変更または追加
本帆走指示書に変更または追加がある場合は陸上本部において掲示する。

レースコース図（上側が風上）
数字旗「１」の場合（２周）








数字旗「２」の場合（２周半）


第一マーク





第二マーク兼スタート�及びフィニッシュマーク





第一マーク兼


フィニッシュマーク





第二マーク兼


スタートマーク








